
                  

      

 

今年最後の忘年山行は、去年と同じ赤城山塊である。鈴ヶ岳を 3 時

間で踏破し、後は宴会の段取りをしていた。しかし、バスで高度を

稼ぐうちに雪がだん

だんと深くなってく

る。運転手さんは安

全のため頃あいを見

てタイヤにチェーン

を巻くことを決心し

たらしい。さらに高度をあげていった登山口にはﾏｲﾅｽ 10 度の

表示が、しかも風速 10ｍ前後の強風と思われるので体感温度

はﾏｲﾅｽ 25 度程であろうか。これでは完全な冬山装備が必要な

状況であり、

会員の装備状況ではとても無理であるとの判断、登山中止を

やむなく決定する。そのまま、バスで湖畔の覚満淵、大沼、

赤城神社を周遊する。早めに切り上げて一路温泉宴会場へ、

途中、樹氷がきれいな撮影ポ

イントで駐車し記念撮影をす

る。 

さて、宴会場に着くと早々に

温泉に入る。時間はたっぷり

ある。露天風呂でのぼせ上がるまで浸かっていると、隣の露

天から聞き覚えのある女性のはしゃぎ声が響き渡る。宴会の料理はなべやてんぷらと飲み放題である。今年

一年間、事故もなく元気で山に行くことができたのも、皆さんのご協力の賜物であると改めて感じ入る。来

年も仲良くたのしい登山をしていきたいと思う次第です。一年間本当にありがとうございました。（牛島記） 

鈴ヶ岳登山は超低温のため中止 
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曇り 

参加者 19 名 


